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1 はじめに

近年，自動要約の技術の必要性が高まり，様々な手

法が提案されている．自動要約の代表的な手法として

重要文抽出によるものがあり，要約における重要文抽

出は，最適化問題に帰着させることができる．本研究

では，重要文抽出において，遺伝的アルゴリズムによ

る多目的最適化手法を適用する．要約の生成において

は，文の結束性や冗長性，内容の網羅性，重要度等，同

時に考慮しなければならない要素が複数存在する．そ

のため，これらを目的関数として導入し，その多目的

最適化を遺伝的アルゴリズムによる多目的最適化手法

NSGAII[1]を用いて，複数の条件を満たす文の組み合わ

せを要約として出力する複数文書要約手法を提案する．

2 Non-dominated Sorting Genetic Al-

gorithmII(NSGAII)

良い要約を生成するためには，要約長の制限や文の

結束性，内容の網羅性，冗長性等のトレードオフな関係

の複数の要素を同時に考慮することが求められる．こ

れらの要素を考慮するため，要約生成を多目的最適化

問題として定式化することができる．そこで本研究で

は，Deb[1]らによって開発された遺伝的アルゴリズム

による多目的最適化手法である NSGAII を用いて最適

な文の組み合わせを見つけ，要約生成を行う．図 1はこ

のアルゴリズムにより生成される個体の例である．染

色体の i番目の要素は，文 siが要約に含まれている場

合は 1，含まれていない場合には 0となる．初期個体

生成において，生成される要約に含まれる総単語数が，

制限単語数を超えない個体のみを生成する．これによ

り，解が安定して収束しやすくなること，要約長の制

約を満たす個体が得られやすくなることが考えられる．

また子個体は，子個体は親個体のパターンに基づき生

成される．しかし，要約生成においては，交叉により親
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個体と子個体で要素の構成が大きく変化することはあ

まり好ましくない．なぜならば，良い親同士の交叉で

あっても，目的関数の評価の低い子個体が多数生成さ

れることが考えられるからである．そこで本研究にお

ける交叉，突然変異については Vahedら [2]の手法を

参考に行う．交叉では，まず交叉点をランダムで 1つ

選び，その場所より後ろを入れ替えることで行う．図

1の場合，要素の白い部分が入れ替えられる．そして

交叉後に子個体における 1の数が親個体と異なる場合，

子個体での 1の数が親個体と等しくなるよう調整を行

う．突然変異では，個体の要素において 1と 0が隣り

合って存在している箇所を見つけ，それらの場所を入

れ替えることにより行う．

図 1: NSGAIIにおける生成される個体の例

3 提案手法

文書要約における重要文抽出の最適な組み合わせは，

多目的最適化問題を解くことで得られる．本研究では，

Vahedら [2]，Huangら [3] の手法を参考に (i)文の結

束性，(ii)トピックに関連する度合，(iii)冗長性削減，

これらに関する関数について考える．

3.1 文の結束性

良い要約においては，文同士が互いに高い類似度で

結合していると考えられる．そのため，それぞれの文

間の類似度が高い，文の組み合わせを抽出する必要が

ある．それを考慮するため，それぞれの文間の類似度

の平均値を目的関数に導入する．文間の類似度は tf-isf

から，コサイン類似度 (4)を用いて計算する．tf-isfは

文ごとに計算され，sj は j 番目の文，ti は i番目の単
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語を示している．

tfi,j =
ti,j∑n
i=1 tk,j

(1)

isfi = log
N

ni
(2)

tfi,j は，j 番目の文の i番目の単語の単語の出現頻度

であり，isfiは，i番目の単語が出現した文数の逆数で

ある．ここで，N は総文数であり，niは単語 tiを含む

文数である．以上から単語 wi,j の重みは，式 (3)で計

算される．

wi,j = tfi,j × isfi (3)

それぞれの文間のコサイン類似度は式 (4)で表される．

sim(sm, sn) =

∑t
i=1 wi,m × wi,n√∑t

i=1 w
2
i,m ×

√∑t
i=1 w

2
i,n

(4)

文間の類似度の平均値を測る目的関数は式 (5)となる．

text cohs =

∑n
i=1

∑n−1
j=i+1

(
1− sim(si, sj)

)
1
2n(n+ 1)

(5)

ここで nは要約候補として抽出された文の総数である．

また，要約に出現する単語の共起を基に結束性を測

る．単語間の結束性は，共起関係に基づく相互情報量

(MI )から得ることができる．

word cohs(S) =∑
ti,tj∈S,i̸=j log

(
MI(ti, tj)

)
|(ti, tj) ∈ S| ·max

(∑
ti,tj∈S,i̸=j log

(
MI(ti, tj)

)) (6)

MI(ti, tj) = p(ti, tj) · log
( p(ti, tj)

p(ti) · p(tj)

)
(7)

ここで，p(ti, tj)はある文における単語 ti と tj の共起

確率であり，p(ti)はある文における単語 tiの出現確率

である．

3.2 トピックに関連する度合

良い要約はその文書のタイトルに類似した文を含ん

でいる [4] ということが示されている．これは，タイ

トルは文書のトピックを端的に表現しているためと考

えられる. そこで，生成された要約に含まれる各文と

タイトルとの類似度 TopicRelationFactor(TRF )を測

る．方法として，文書のタイトルと各文との類似度の

平均値を求める．要約 sにおける TRF は式 (8)で表さ

れる．

text TRFs =

∑
sj∈summary

(
1− sim(sj , q)

)
|S|

(8)

ここで |S|は生成された要約 sの文数であり，qは文書

のタイトルである．

3.3 冗長性削減

文の結束性やタイトルとの関連度の高い文を抽出し

ていくと，冗長性のある要約文が生成される可能性が

ある．これに対し，文の含意関係を定式化した関数を

目的関数に加える．高村ら [5]の先行研究では，文書要

約を整数計画問題として定式化をして解く際に，内容

的な観点から文 si が文 sj を被覆している度合いを測

ることにより，要約生成において文間の含意関係を活

用している．

eij =
|si ∩ sj |
|si ∪ sj |

(9)

ここで，si は，その文が含む単語の集合である．よっ

て，si∩sj は，文 siと文 sj に共通して含まれる単語の

集合を表す．文の結束性を考慮する際に，含意関係の

ある文の組み合わせを多く抽出することが考えられる

ため，冗長性削減のために eij を目的関数に導入する．

4 おわりに

本研究では，重要文選択の最適化問題において，ト

レードオフな関係である文の結束性，冗長性，内容の網

羅性を同時に考慮し，最適な文の組み合わせを抽出す

るため，遺伝的アルゴリズムによる多目的最適化手法

NSGAII[1]を用いる複数文書要約の提案を行った．ま

た文の結束性，トピックに関連する度合，冗長性を最

適化の目的関数として導入するための定式化を行った．

今後の課題としては，DUC2002を用いた実験により提

案手法の有効性を確認したいと考えている．
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